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はじめに 

 沼田市は、沼田市教育振興基本計画において「未来を担うたくましいひとづ

くり・まちづくり」を基本理念に掲げ、社会の変化に主体的に関わり、未来社

会を切り拓く力を身に付けた子供を育てることを目標に、教育水準の向上を目

指し、学校教育の充実に取り組んでおります。 

一方で、少子化による児童生徒数の減少、人口減少や高齢化による地域活動

の縮小など、学校を取り巻く環境が大きく変化しており、学校生活においても

教育環境を見直すことが、喫緊の課題となってまいりました。 

教育委員会では、昨年４月に「沼田市教育機関の適正配置及び設置に関する

審議会」を設置し、保護者の代表、地域コミュニティの代表、学識経験者など

の多くの地域住民のご意見をもとに、９月に「沼田市立小中学校適正規模・適

正配置基本方針～これからの学校の在り方を描く～」を策定し、その方針に基

づき、本実施計画をまとめたものであります。 

子供たちの未来への可能性を広げられるよう、その成長段階に応じ、小学校

は、「地域とともに子供を育てる教育活動」を、中学校は、「切磋琢磨できる

環境のもと、社会性と人間性を育む教育活動」を重点目標として、より良い学

校環境を目指し、取組を進めております。 

この計画を推進するためには、行政や学校だけでなく、保護者、地域が新た

な学校づくりの必要性を共有した上で、協働して取り組むことが重要となって

まいります。 

是非とも、本計画についてご理解とご協力をお願いいたします。 

 

                      令和７年 月 日 

                      沼田市教育委員会 
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※ご注意 

■学級数の見込みについて 

  現在の学級編制基準に基づき、各学校の全児童生徒数から算出しています。 

  なお、複式学級については考慮していますが、基準が異なる特別支援学級については

考慮しておりません。 

 

■児童生徒数の見込みについて 

  令和６年４月１日までの出生数から見込んでいます。 

 

■跡地活用（利活用方法等の検討）の時期について 

  本編の表中における跡地活用の検討時期については、統合年度からに統一をしており

ますが、本計画決定後は、速やかに検討を進めることとします。 



※児童生徒数は、平成 21 年度から令和 6年度までは実数、令和 7年度以降は出生数からの推計値です。 
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■適正規模 
・適正規模に関わらず、原則、各地区(※)に１校を配置します。 
・適正規模の目安を１２学級以上とし、各地区における配置学校数を検討します。 

令和１２年度に推計される各地区の合計学級数 
  →１２学級以上・・地区に原則２校まで配置できます。 
  →１２学級未満・・地区に原則１校まで配置できます。 
■適正配置 
・おおむね４５分以内に通学できる範囲に学校を配置します。 

（スクールバス通学を含む。） 

・児童が長時間の通学とならないように努めます。  

 

 

ｇ 

※「各地区」とは、市内の地域コミュニティを次の７つに分けて考えています。 
①旧沼田町地区  ②利南地区  ③池田地区  ④薄根地区  ⑤川田地区  ⑥白沢地区  ⑦利根地区 
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■適正規模 

・１校当たり６学級以上を適正規模の目安とし、原則統廃合を検討します。 

・令和１８年度に推計される各地区(※)の合計学級数 

→６学級以上・・地区に原則１校まで配置できます。 

  →６学級未満・・適正配置の目安により統廃合を検討します。 

■適正配置 

・おおむね４５分以内に通学できる範囲に学校を配置します。 

（スクールバスや自転車通学を含む。） 

 
※「各地区」とは、市内の地域コミュニティを次の７つに分けて考えています。 
①旧沼田町地区  ②利南地区  ③池田地区  ④薄根地区  ⑤川田地区  ⑥白沢地区  ⑦利根地区 
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複式学級（２学年以上で１学級）が見込まれるなど、著しく児童生徒数が減少す 

る学校については、統廃合を見据えながら、定期的に見直しを行います。 

なお、保護者や地域住民（主にＰＴＡ組織や区長会支部等）から要望書が提出さ

れた場合等については、早急に検討を進めます。 

適正規模学校、小規模学校に関わらず、沼田市らしさを生かした学びの“かたち”
を目指します。 

  沼田市の雄大な自然のもと、子供たちが豊かな心を育み、人のあたたかさに触れ
ながら、たくましく成長していくため、“沼田市でしかできない学び”を考えます。 

 

 

 

 

 
人と人との関わりから、 
切磋琢磨できる環境をつくる。 

地域と連携・協働する 
学校をつくる。 

子供の安全な学習環境 
を守る。 

※「共育（きょういく）」は、「共に育っていく」
という意味で使用しています。 

 
（詳しくは第５章で説明しています。） 
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① 

②  

① 

②
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池田小学校 
薄根小学校 
児童 172 人 

白沢小学校 
多那小学校 
児童 115 人 

川田小学校 
児童 65 人 

利根小学校 
児童 43 人 沼田小学校 

児童 283 人 

升形小学校 
児童 130 人 

利南東小学校 
児童 163 人 

沼田東小学校 
児童 261 人 

※沼田小学校と沼田東小学校の令和 12
年度児童数は、通学区域の変更を含みま
す。（経過措置は考慮していません。） 

※児童数は、令和 12 年度の推計値です。 
※赤字は、既にスクールバスを導入している学校です。 
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※生徒数は、令和 18 年度の推計値です。 
※赤字は、小学校と合同で既にスクールバスを導入している学校です。 

沼田中学校・沼田西中学校 
沼田南中学校・沼田東中学校 

生徒 420 人 

池田中学校 
薄根中学校 
生徒 70 人 白沢中学校・利根中学校・

多那中学校 生徒 75 人 
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■沼田東小学校・沼田北小学校の２校を統合し、校舎等は沼田東小学校に配置します。 

 沼田小学校を含めて３校で、通学区域を見直します。 

■池田小学校・薄根小学校の２校を統合し、校舎等は薄根小学校に配置します。 

 統合後は、池田地区及び薄根地区の小中学校を小中一貫校（併設型）とします。 

■令和８年度に白沢小学校・多那小学校の２校を統合し、校舎等は白沢小学校に配置

します。令和１３年度には、白沢地区及び利根地区の小中学校を義務教育学校とし、

本校を白沢中学校に、分校を利根小学校に配置します。 
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※教室数の不足等による改修は不要である見込みです。 
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※施設や設備などの、軽微な

改修が必要です。 

現在の沼田東中学校です。 

令和９年度から、利南東小学校の児童

は、この校舎に通学する予定です。 

※写真は、沼田東中学校ホームページより 
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※小中一貫校（併設型）への移行では 

施設整備は不要です。 
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■沼田中学校・沼田南中学校・沼田西中学校・沼田東中学校の４校を統合します。 

校舎等は沼田中学校に配置します。 

 普通教室等に不足が見込まれるため、増築工事等について検討します。 

■池田中学校・薄根中学校の２校を統合します。校舎等は薄根中学校に配置します。 

 統合後は、池田地区及び薄根地区における小中一貫校（併設型）とします。 

■白沢中学校・利根中学校・多那中学校の３校を統合し、校舎等は白沢中学校に配置

します。 

 義務教育学校の設置に向けて、白沢中学校の増築工事等を検討します。 
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・沼田東中学校については、利南東小学校の移転先となることから、他の学校に先行

して沼田中学校と統合します。 
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小中一貫併設型では、改修等は不要です。 

小中一貫教育では、小学校から中学校へ進学する際の接続がスムーズであ

り、学習面や環境面でのギャップが解消できると言われています。また、９

年間の系統性を重視した指導により、学力の定着・向上を目指します。 

学校側は、９年間にわたって同じ児童生徒に関わりながら、一人一人の個

性を伸ばし、可能性を引き出す教育を行うことができるというメリットがあ

ります。 

※統合と同時に、小中一貫校へ移行します。 

-18-



-19-



 

義務教育学校（利根キャンパスの例） 
地域と学校の多様なつながりが生まれる場所として
機能できるような仕組みを検討します。例えば・・ 

みんなの居場所 地域開放スペース 

利根小学校 

校 舎                 
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地域の教育資源をいかした 

豊かな体験活動 

行事・授業等における 
    積極的な 

異学年交流 

特色ある魅力的な 

カリキュラム編成 

専門性をいかした 

教科担任制 
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榛名町、清水町、薄根町は、沼田西中

学校へ通学 

利南地区児童生徒の一部を含みます。 

統合後の小中学校は、小中一貫校に移

行します。 

利南地区児童生徒の一部を含みます。 

義務教育学校移行後の校舎は現在の白

沢中学校を予定しています。義務教育

学校の編制基準に合わせ進級します。
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№ 施設名 所在地 延床面積 
（㎡） 

建築年 
（年度） 

築年数 
（年） 

改修 
実施計画等 

避難所 
指定 

1 沼田小学校 西倉内町746 3,564 昭和55 
(1980) 45  ○ 

2 沼田東小学校 東原新町1801-1 3,535 昭和45 
(1970) 55  ○ 

3 沼田北小学校 高橋場町4898 4,346 昭和53 
(1978) 47  ○ 

4 升形小学校 栄町141 2,162 昭和56 
(1981) 44  ○ 

5 利南東小学校 上久屋町2135 1,917 平成2 
(1990) 35  × 

6 池田小学校 発知新田町533 3,216 昭和60 
(1985) 40  ○ 

7 薄根小学校 善桂寺町32 3,816 昭和44 
(1969) 56  ○ 

8 川田小学校 下川田町540 2,355 昭和50 
(1975) 50  ○ 

9 白沢小学校 白沢町高平94-1 2,833 昭和43 
(1968) 57  ○ 

10 利根小学校 利根町追貝93 2,038 平成29 
(2017)  8  ○ 

11 多那小学校 利根町多那732 1,056 昭和44 
(1969) 56  ○ 

12 沼田中学校 東原新町1801-1 1,677 平成25 
(2013) 12 令和8-11年度 

増築 ○ 

13 沼田南中学校 戸鹿野町726 2,315 昭和62 
(1987) 38  ○ 

14 沼田西中学校 薄根町3580 3,046 昭和41 
(1966) 59  × 

15 沼田東中学校 横塚町1118 1,623 昭和63 
(1988) 37 令和9年度～ 

利南東小校舎 ○ 

16 池田中学校 発知新田町533 1,653 昭和59 
(1984) 41  ○ 

17 薄根中学校 善桂寺町40 1,654 平成5 
(1993) 32  ○ 

18 白沢中学校 白沢町高平75-1 2,760 昭和54 
(1979) 46 義務教育学校

改築予定 ○ 

19 利根中学校 利根町追貝334 3,802 昭和63 
(1988) 37  × 

20 多那中学校 利根町多那732 359 平成22 
(2010) 15  ○ 

 ・各数値は、公立学校施設台帳から記載しています。 
・延床面積は、普通教室、特別教室、管理棟の総面積を記載しています。 
・建築年度と築年数は、普通教室のうち一番古い建築年度を記載しています。 
・築年数は令和７年４月１日現在の年数を記載しています。 
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現在行っている教育活動に新たな工夫を加えながら充実を図り、子供たちの未来を応援します。 

 

「新たな学校」では「沼田市でしかできない教育活動」を目指します。 
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ICT を活用した 

中学生の

 

 
を重視した授業の充実 

粘り強くやり抜(ぬ)く力 
意欲、忍耐力、向上心、挑戦、継続的な努力… 

楽しく学(まな)ぶ力 
自律、変化への対応、創造的な考え、主体性… 

他(た)者とつながる力 
他者との協働、意思疎通(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ)、思いやり… 

(しあわ)せを求める力 
自己有用感、社会とのあたたかいつながり･･･ 

 

 

 

 

中学生のための 

大学の先生から直接指導 

Class 
同一の時間に 
共同で学ぶ集団 

多様性 
切磋琢磨 

小規模校 適正規模校 

Home 
個が尊重される 
少人数集団 

家庭のような 

心理的安全性 

安心・安全 

居場所づくり・絆づくり 

クラス 
苦楽巣 
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～ふるさとが学校になる・学校がふるさとになる～ 

森林文化都市ならではの 

「たんばら・森林（もり）の学校」 

１０ 

   
 

 

沼田市の約 77％が森林 

 ■ふるさと学習「ぬまた未来創造学」の推進 

■全校でコミュニティ・スクールのしくみを生かした学校づくり 

 

 

 

「地域とともにある学校づくり」 

「学校を核とした地域づくり」 

 を推進しています。 

 

今後はさらに活動の充実を図り、 

 地域と学校の連携・協働を進めます。 

 

「コミュニティ・スクール 2018」（文科省） 
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  ～推進の背景～ 

 

 ○近年の教育内容の量的・質的充実への対応  
 ○児童生徒の発達の早期化等に関わる対応 
 ○不登校やいじめの増加、中１ギャップへの対応 
 ○少子化等に伴う学校の社会性育成機能の強化の必要性 
 

  ～期待される効果～ 

 ■目指す子供像を共有し、９年間の系統性・一貫性を確保した教育課程の編成 

 ■少人数制を生かし、きめ細かな個別指導・支援 

   ➡学習意欲の向上、学習習慣の定着、授業の理解度の向上、悩みへの対応 など 

 ■小学校高学年における教科担任制や乗り入れ指導による学力向上 

  ※乗り入れ指導…小学校には中学校の教員が、中学校には小学校の教員が出向き授業を行う。
 

 ■深い児童生徒理解に基づき、成長段階に応じた指導・支援の充実 

 ■自然、歴史、文化、伝統などをいかした体験学習の重視 

   ➡思考力や表現力等を育む探究的な学びの実現 など 

 ■多様な異学年交流による社会性・人間性の育成 

   ➡小中合同行事の開催、リーダー性・コミュニケーション能力の育成、 

    人間関係の固定化の解消 など 

 ～新たな形態の学校における特色ある教育にかかわるキーワード～ 
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利根郡月夜野町（現みなかみ町）で出生、群馬県立沼田女子高等学校を卒業

後、東京学芸大学教育学部小学校教員養成課程美術科及び同大学大学院教育学

研究科美術教育専攻で美術を学ばれた後、平成 16 年にイタリアのカッラーラ

美術学院彫刻科に入学、以後、木版画の創作活動を始められました。 

池田さんの作品は、自然と人間の普遍的な尊さをテーマとしており、沼田市

の子供たちに生きる希望をプレゼントできるよう２０２０年制作の「and Run」

で表紙を飾っています。 


